


















世界的に情報化が進む近年、 日本において も大 き く社 会が変化 している。なかで も、IT(情報
通信 技術)関 連 については 目覚 しい発展 を遂 げている。特に、2000(平成12)年か ら2001(平
成13)年にか けて、政府 か らIT革命 の推進 を促す重要 な取 り決めが なされ、社会 的な関心 も高
まった。例 えば、「高度情報 通信 ネ ッ トワーク社会形成基 本法」(2001(平成13)年1月6日 か
ら施行)の 制定1)にともない、 「高度情報 通信 ネ ッ トワーク社会推進本部(IT戦略本部)」(2001
(平成13)年1月)が 内閣 に設置 され、2005年に世界最先端 のIT国家 となるこ とを 目指す 「e-
Japan戦略」(2001(平成13)年1月)及 び 「e-Japan重点計画」(2001(平成13)年3月)が 策
























































こととなる。 しかも、それは、友人関係の構築 ・発展 ・維持 を目的としているので、多 くの場










そこで本研究は、「仲間作 りのプロセスが情報リテラシーの獲得 に有効である」 という仮設を
たて、小集団での情報教育を実践 し仮説の検証をおこなった。今回の分析で使用 したデータは、
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図2.得 意分野の傾向
では、学生の携帯電話に対する意識はどうなのだろうか。携帯電話のE-mailを友人間のコミ
ュニケーションツールとして 日常的に使用 しているが、携帯電話のテンキーを必ず しも、満足
できる入力インターフェイスであるとは考えていないようである。そのため、携帯電話での文
字入力は両手 を使用しないとできないという学生も少なか らず存在する。学生に実施 したアン
ケー トによると約35%の学生は、携帯電話による文字入力は 「得意」とは回答 していない(図
3)。しか し、学生の携帯電話による文字入力速度を計測 したところ、機種により違いはあるも
のの1分 間当 りの文字入力数では、 日本商工会議所主催の日本語処理技能検定2級 レベルの文
字入力に匹敵する学生も存在 し、同3級 レベルの入力速度を持つ学生が多数存在することが判
明 した。学生達は、携帯電話の入力に不満を感 じなが らも、友人との日常的なコミュニケーシ
ョンに利用する必要性に駆 られて文字入力能力が向上 したものと考えられる。換言すれば、コ
ミュニケ ー シ ョンプ ロセス
に よって培 われ た能力 であ
る と言 えよう。
そ こで 、 この ような友 人
関係 の形 成 にコ ミュニ ケー
シ ョンツール として媒介 す











る文字入力の獲得過程を 「コミュニケーションプロセス」と定義 し、次の3つ の仮説を立て情
報教育への導入に関 して、小集団を活用して試みた。
仮説①:「 コミュニケーションプロセス」は、知識 ・技術の獲得において効果がある。






生 を対象に実施 した。図4は 、学生のタイピングスピー ドを、情報処理演習を受講する前後で


















講により、初期の文字入力数より1分間で平均約8文 字のスピー ドアップが図られた。 しかし、
携帯電話の文字入力スピー ドと比較した場合、多 くの学生は、携帯電話での文字入力が、コン




えられる。情報教育におけるタイピングス ピー ドの向上は、教育効果の一つ と考えられている
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受講者の情報リテラシーの格差に対応する情報教育のあ り方について(高 橋 一夫)
が、実験の結果が示すように、 タイピング練習ソフ トだけでは、能力を向上 させることは難 し






4.コ ミュニケ ーシ ョンプ ロセス の導入
次に仮説②、③について検証 を行 う。その為に、T短 期大学の1回 生時に必修科目として設
定されている情報教育の演習において、小集団を編成 し学生が相互に助け合いながら演習 を進
める時間を設定した。具体的には、教師が新 しく説明したコンピュータの操作等を練習するた
めに課題を与え、あらか じめ設定しておいた小集団で協力 し合いなが ら課題 をこなすことで理
解を深めさせた。小集団の構成人数や構成員を定期的に変化させ、小集団内での人間関係 を形
































生が、タイピングソフトを利用 した演習よりも多数存在する。 しか しなが ら、15週の演習を終
えた時点でも1分間の文字入力数が、20文字以下という学生も増加している(図6)。
これは、友人に教える(小集団内の相互の学習)こ とによって、理解が深まり、学習意欲が
増 した学生が存在 している一方、グループの助けを借 りればなん とかなるという、学習に消極
的な学生 も増加 したためであろう。
しかし、コミュニケーションプロセスを導入した小集団学習に対する学生の評価 は、概ね良
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圃 得意(p<0.05)團どちらともいえない 口 苦手(p<0.10)



























報機器の使用が、単に仮想的な情報通信だけでな く、リアルな情報交換、つまり 「生 きた」コ
ミュニケーションを促進する契機にもなりうることが十分に伺えた。
しかし、学生 自身もすべてが良い面だとは思っていない。下線⑭～⑳では、他の学生 と教え
あう授業の課題点を指摘 している。例えば、自分 自身が理解 しようとしている時に、同時に他
の学生の理解をも援助 しなければならない状況が生まれる、 自分 自身の授業理解が疎かになり
かねないという意見である。この点は、小集団学習における今後の課題点だといえる。










































S:分からないとき人に教えてもらうのはいい場合 もあればあまり良 くない場合もあり⑳ ました。実際私も
分からないとき、横の友達に聞いた りして助けられました。いろいろしゃべってたのしかったし…☆でも、
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2級は 「速いスピー ドで入力できる。状況を説明し、文書の形式と盛 り込むべ き材料を与えると、
指示の内容を読み取って、適切な内容のビジネス文書を作ることができる。」が目標で、入力実技
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